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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
近年、急速に高齢化が進み便失禁や肛門疾患といった良性疾患および大腸癌の増加が起きている。一
方で潰瘍性大腸炎やクローン病といった炎症性腸疾患患者も欧米並みに急速に増加しているのが現状
である。そのような社会背景を鑑み、以下３点が重要である。 

1. 大腸・肛門疾患に対する診療ガイドラインの整備、更新による診療レベルの均てん化 
本学会にて肛門疾患（痔核・痔瘻・裂肛）診療ガイドラインおよび便失禁診療ガイドラインを作成
してきた。今後は、これらのガイドラインの普及、改訂作業を行っていく。 

2. 悪性疾患に対するエビデンスの形成と研究の促進 
本学会英文誌（Journal of the Anus, Rectum and Colon）および邦文誌（日本大腸肛門病学会雑誌）
を発刊してエビデンスを形成してきた、さらに学会賞として優秀賞および優秀賞を設け研究の促進
を図っている。 

3. 難治性炎症性腸疾患に対するエビデンスの集積 
内科、外科、肛門科、病理、放射線科などの横断的な診療科の医師が所属している本学会の特徴を
活かして、増加する炎症性腸疾患の診療エビデンスを集積している。 

ｂ.当該領域における国際的な役割 
日本大腸肛門病学会は単なる国内の学術団体にとどまらず、国際的な医療・研究の発展に重要な役割を
果たしています。日本大腸肛門病学会の国際的な役割として、以下のような点が挙げられます： 

1. 学術交流と国際会議の開催: 国内外の専門家が知識や技術を共有し合う場を定期的に提供し、欧
米やアジアの国際的なネットワーク形成を推進しています。 

2. 治療ガイドラインの策定と普及: 大腸肛門病の診療ガイドラインを策定し、国内外の医療従事者
に普及させる役割を果たしています。これにより、医療の質の向上に寄与しています。 

3. 国際連携と研究の推進: 国際的な学術団体や病院との連携を強化し、共同研究や国際プロジェク
トの推進を支援しています。 

4. 教育と人材育成: 国際的な若手医師の交流を通じて、大腸肛門病の専門家の育成を支援していま
す。これにより、質の高い将来の人材が育成されることに寄与しています。 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

日本大腸肛門病学会の活動がもたらす社会的な意義について、いくつかの点を挙げます。 

1. 健康増進と生活の質の向上:学会が推進する最新の医学的知識や治療技術の普及により、早期発
見や適切な治療が可能となり、患者の健康状態の改善や生活の質の向上が期待されます。 



2. 均てん化された医療の普及: 診療ガイドラインを通じて、全国各地や国際的にも医療の質の均て
ん化を図っています。これにより、社会全体の健康格差の縮小に寄与しています。 

3. 研究とイノベーションの推進: 学会が支援する研究活動は、新たな治療法や診断技術の開発につ
ながります。 

4. 教育と人材育成の推進:若手医師や研究者の育成により、将来的に医療の現場で活躍する専門家
の育成が促進され、社会全体の医療レベルの向上に寄与します。 

ｄ.学会運営上留意している点 

1. 会員の専門性への配慮: 本会は内科、外科、肛門科、病理、放射線科などの横断的な診療科の医師
が所属している学会であり、これら会員の融合と結束に配慮して運営しています。 

2. 医学的な最新情報の提供:定期的な学術大会や研修会、学術誌の発行を通じて、最新の研究成果や
治療技術の普及を図っています。 

3. 治療ガイドラインの策定と普及: 診断や治療に関するガイドラインを策定し、これを会員や関連す
る医療機関に普及させることで、医療の質の向上と標準化を目指しています。 

4. 会員の教育と支援: 専門医制度を通じて、次世代の専門家の育成を支援しています。また、会員の
研究活動や学術的な発表の機会を提供し、会員の成長と医療の進歩に寄与しています。 

5. 公共啓発活動: 学会 HPを通じて大腸肛門病の予防や早期発見の重要性を啓発する活動を展開して
います。 

Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

1. 共同研究と治療ガイドラインの策定:大腸癌研究会、泌尿器科学会やストーマ・排泄リハビリテ
ーション学会と協力して最新のガイドライン策定に取り組んでいます。 

2. 保健収載への提言：大腸癌研究会、泌尿器科学会やストーマ・排泄リハビリテーション学会と協
力して、必要とされる保健収載を提言しています。 

 


